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ここでちょっと一息 Coffee Break
オリンピックで住宅も変わる？
【ホーム・ウェルネス】

付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
株式会社ヤマチコーポレーション
今月のニュース
JHOP通信
建材マンスリー資料室

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」が
動
き
出
す

注
目
の

特
集

「 地 球 環 境 」と「 住 環 境 」 を 結 ぶ
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欧
州
で
は
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
、
温
暖

化
ガ
ス
排
出
量
の
少
な
い
木
材
へ
の
建
築
用
材
代

替
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
１
９
９
６
年
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、
新
し

い
厚
物
積
層
板
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
面
材
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
海
外
で

は
構
造
用
部
材
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

柱
な
ど
の
軸
材
と
し
て
の
性
格
も
兼
ね
備
え
た
、

多
彩
な
役
割
を
持
つ
木
質
材
料
で
す
。「
柱
と
壁

が
一
体
と
な
っ
て
い
る
」、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
ご

理
解
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

海
外
で
は
す
で
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
構
造
用
部
分
に
使

用
し
た
高
層
木
造
建
築
物
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

Ｒ
Ｃ
に
代
わ
る
建
築
用
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壁
、
天
井
、
屋
根
、

床
の
パ
ネ
ル
と
し
て
使
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
鉄

骨
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
下
地
材
と
し
て
使
う
な

ど
、
海
外
で
の
用
途
範
囲
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
ま
す
。
構
造
用
部
材
の
活
用
方
法
を
ま
と
め

る
と
共
に
、
仕
上
げ
な
ど
の
木
質
感
提
供
な
ど
、

日
本
に
は
日
本
に
あ
っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
か
し
方
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
生
産
国
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
部
材

と
し
て
は
寸
法
安
定
性
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
で
、

従
来
木
造
が
不
可
能
で
あ
っ
た
建
物
に
も
使
用
例

が
見
ら
れ
、
最
大
16
メ
ー
ト
ル
×
２・９
メ
ー
ト
ル

も
の
大
き
な
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
施
工

面
で
は
、
そ
の
大
き
な
板
材
の
ス
ケ
ー
ル
を
活
か

し
、
工
期
の
短
縮
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
既
存
工

法
で
は
、
Ｐ
Ｃ
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

パ
ネ
ル
に
似
た
特
長
を
持
っ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
木

に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
製
造
時
の
炭
素
放
出
量

を
低
減
し
、炭
素
固
定
化
も
図
れ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
環
境
負
荷
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
発
展
の
足
掛
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

流
通
面
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
年
間
40

～
50
万
㎥
ほ
ど
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
築
用
材
と
し
て
の
認
証
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
こ
こ
２
年
ほ
ど
生
産
量
が
大
き

く
伸
び
て
い
る
よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド

イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
世
界
各

国
で
20
社
ほ
ど
が
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
は
法
的
な
整
備
が
こ
れ
か
ら
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
格
的
な
流
通
実
績
は
ま
だ

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
、
国
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
実
用
化
に
向
け
て
研

究
や
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
３
年
ほ
ど

前
か
ら
で
す
。
今
年
度
中
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
が
制
定

さ
れ
る
予
定
で
、
並
行
し
て
建
築
基
準
法
の
基
準

強
度
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
く
見
通
し
で
す
。
そ

う
し
た
取
組
み
の
中
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
建
築
用
材
と
し

て
日
本
で
も
認
め
ら
れ
、
使
わ
れ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

林
野
庁
は
木
材
の
利
用
拡
大
や
中
高
層
建
築
物

の
木
造
化
を
促
進
す
る
た
め
、
国
産
材
を
活
用
し

た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
開
発
・
普
及
の
支
援
を
表
明
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
交
省
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
前
向

き
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。
国
内
の

木
材
の
備
蓄
量
が
増
え
て
い
る
現
在
、
資
源
を
よ

り
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
多
く
の
用
途
で
使
用
し

て
い
け
る
、
可
能
性
の
あ
る
材
料
と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
２
０
１
２
年
に
「
日

本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
」
を
設
立
し
た
３
社
で
す
が
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
化
以
降
は
本
格
的
な
事
業
化
検
討
段
階
に
入

る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
施
工
法
の
開
発
な
ど
も
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
工
法
を
探
る
よ
り

も
既
存
の
工
法
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
活
か

し
て
い
く
の
が
、
一
番
現
実
的
と
考
え
ま
す
。
Ｃ

Ｌ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
日
本
は

15
年
以
上
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
状
況
な
の
で
、

活
用
方
法
を
見
極
め
つ
つ
、
あ
る
程
度
の
ス
ピ
ー

ド
感
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
海
外
の
高
層
建
築

物
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
日
本
で

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
耐
震
性
や

防
火
性
な
ど
構
造
物
の
安
全
性
の
十
分
な
検
証
が

不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
で
も

木
造
の
高
層
建
築
物
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
し
、

こ
れ
は
ま
た
夢
の
あ
る
話
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
い
歩
留
ま
り
や
パ
ネ
ル
の
大
判
化
、
プ
レ
ハ

ブ
化
に
よ
る
工
期
短
縮
で
期
待
が
持
た
れ
て
い
る

Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
す
が
、
コ
ス
ト
面
に
つ
い
て
は
未
知
数

と
言
え
ま
す
。

　

生
産
に
関
し
て
は
、集
成
材
の
製
造
技
術
が
ベ
ー

ス
と
な
る
た
め
、
現
在
、
集
成
材
生
産
を
行
っ
て

い
る
企
業
が
参
入
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
建
築
物
の
構
造
部
材
に
使
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
世
界
で
は
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
日
本
で
使
う
な
ら
ど
の
様

な
点
を
活
か
す
べ
き
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
多
く
の
先
行
事
例
を
収
集
し
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
な
ら
で
は
の
活
用
方
法
を
確
立
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

特
集

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
っ
た

木
質
材
料
な
の
か
。
住
友
林
業
筑
波
研
究

所
の
主
任
研
究
員
に
解
説
し
て
も
ら
う
。

　クロス・ラミネイティド・ティンバーは、挽き板を繊維
方向が直交するように接着した厚物の積層板。直交し
て組み合わせることで、材料としての強度差が抑えられ、
各方向で平均した強さが発揮できる。
　1996年にオーストリアで開発された木質材料で､ 強
度性能、防火性、断熱性、遮音性、施工性などに優れ
ると言われ、海外では主に床や壁の下地、構造躯体
など構造用部材として使用されている。ロンドンでは
CLTを構造部分に使用した９階建て木造分譲マンション

（2008年）、メルボルンでは 10階建て木造マンション
（2012年）などが実現している。

　２０１４年度予算概算要求がまとまったところですが、林野庁ではＣＬＴ
等の技術開発、製品の普及を支援するため、７億５９００万円の予算を組
んでいます。強度データの収集や耐火性能の確認試験、ＣＬＴを活用した
建築物の実証・展示など、国土交通省と緊密に連携し、支援していきます。
　ＣＬＴに対しては、林芳正農林水産大臣を始め林野庁全体が可能性を感
じており、スピード感を持って実用化を目指したいと思っています。戦後
造成した人工林が本格的な利用期を迎えている今、国産材の利用拡大の
促進が急務です。そうした中、鉄やコンクリートに代わって中高層建築物
に活用できるとされるＣＬＴは、大きな可能性を秘めているのです。ＣＬＴ
の技術・商品開発で木造の世界が広がり、国産材の利用が拡大するもの
と期待しています。
　現在、ＣＬＴのＪＡＳ化については、９月４日に開かれたＪＡＳ調査会で
制定案が議決された段階です。告示の時期については２０１３年度内とさ
れていますが、大臣も「速やかに普及に取り組んで欲しい」という意向なの
で、最短で年内に告示ができるかもしれません。
　今後は材料の基準強度など、建築基準法関連の国交省の告示が順次整
備されていきます。告示が少しでも早く進むよう、データ収集などを林野
庁でも積極的に協力する体制を取っていきます。また、実際に建物を組み
立ててみないと分からない部分がありますので、個別認定を得たＣＬＴの
建築物に対しても支援をしていきたいと考えています。

海外で、木造10階建て建築物を可能にした木質材料「CLT」の
JAS規格が日本でも制定されることになった。
その特性と現在の状況について検証する。

（  クロス   ラミネイティド   ティンバー  ）

多
彩
な
役
割
を
持
つ

木
質
材
料
に
期
待
す
る

注目の
が動き出す

住友林業株式会社
筑波研究所
建築住まいグループ
主任研究員

益
ま す

子
こ

貴
た か

幸
ゆ き

林野庁  林政部  木材産業課    
木材製品技術室  室長

坂田幹
み き

人
と

氏

CLT（Cross Laminated Timber）とは

　日本国内ではＣＬＴの規格や建築基準法上の位置づ
けが今までなかったため、構造用部材としては一般に流
通していなかった。今年３月と４月にＪＡＳ規格制定の原
案作成委員会が開かれ、６月に素案が公表された。９月 
にはＪＡＳ調査会で議決され、今年度中にＪＡＳ規格が
告示される予定だ。名称は「直交集成板」になる予定。
　素案によるとＣＬＴは、厚さ12㎜～ 50㎜、幅 300㎜ 
以下のラミナ（挽き板、小角材など）を平行に並べ、また 
は接着したもの３層以上を、繊維方向を互いにほぼ直
角にして、一定の性能を持つ接着剤で貼り合わせる。 
ＣＬＴの規格寸法は、厚さ 36㎜～ 500㎜、幅 300㎜
以上、長さ（材長）900㎜以上。

CLTのJAS規格

■ ＣＬＴに期待できること

スギなどの地域材の需要拡大

節などの多い比較的低質な木材の有効利用

木造の中層建築物の建設

ＲＣ・ＰＣパネルの代替

歩留まりの高い木材利用

高い施工性による工期短縮

CLTの早期実用化を
目指して

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
生
産

強
度
や
耐
火
性
が
期
待
で
き
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
建
築
用
材

本
格
的
な
事
業
化
段
階
へ

ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
工
場
で
パ
ネ
ル
の
製
造
・
加
工
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、

現
場
で
の
施
工
が
容
易
で
工
期
の
短
縮
が
図
れ
る
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軽くて強度のあるCLTを車いす用のスロープ材として利用。見た目にも
木のぬくもりが感じられる CLT は、非構造用部材としても活用度が高い

ＣＬＴの量産型工場を目指し、銘建工業では昨年７月に
ＣＬＴ製造ラインを本格稼働させた

厚さ90～270、幅2700、
長さ6000㎜までの CLT
が製造可能。これまで約
５００㎥のCLTを生産した

香川県の特別養護老人ホーム「ネムの木」

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
国
産
ス
ギ
を
用
い
れ
ば
、空
気
層
に
よ
っ

て
断
熱
性
が
高
く
、
軽
く
、
し
か
も
強
度
性
能
が

高
い
木
質
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
森
林
資
源
が
成
熟
化
す
る
一
方
、

　

２
０
１
０
年
６
月
、
国
交
省
の
「〝
木
の
家
づ

く
り
〟
か
ら
林
業
再
生
を
考
え
る
委
員
会
」
で
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
可
能
性
に
つ
い
て
議
題
に
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
歩
み
は
始
ま

り
ま
し
た
。
私
自
身
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
興
味
を
抱
い

た
の
は
２
０
０
５
年
ぐ
ら
い
か
ら
で
す
。
す
で
に

数
多
く
完
成
し
て
い
た
欧
州
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物

を
見
学
す
る
う
ち
に
、
日
本
で
も
国
産
材
を
利

用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
木
造

建
築
産
業
に
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き
る
の
で
は
、

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
日
本
で
も
っ
と
も
多
い
ス
ギ
を
用
い
る

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
ス
ギ
は
木
と
し
て
は
弱
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
空
気
層
が
多
く
軽

い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
材
料
を
直
交
し
て

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
高
い
強
度
が
発
揮
さ
れ
る

伐
採
量
は
減
少
す
る
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起

き
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
で
住
宅
着
工
戸
数
は

減
少
し
、
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
い
、
木
が
原
料
と
な
る
紙

の
使
用
量
も
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
材
需
要

を
拡
大
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
国
産
ス
ギ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
流
通
す
れ
ば
、

大
規
模
建
築
物
を
は
じ
め
様
々
な
建
築
物
に
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
木
材
需
要
の
促

進
に
、
大
い
に
貢
献
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
利
用
し
た
工
法
が
、軸
組
工
法
や
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
に
続
く
新
し
い
木
造
工
法
と
し

て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
日
本
の
木
造
建
築
産
業
を
刺

激
し
、
業
界
全
体
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
単
独
で
使
わ
れ
な

く
て
も
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
の
中
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用

い
て
強
度
を
高
め
た
り
、
軸
組
み
と
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
併

用
す
る
な
ど
、
新
し
い
家
づ
く
り
の
可
能
性
も
広

が
る
は
ず
で
す
。

　

建
築
業
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
、
国
産
材
需
要

拡
大
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
必

要
な
の
が
、
構
造
材
と
し
て
の
強
度
や
、
接
合
部

の
強
度
基
準
、
工
法
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
、

日
本
に
お
け
る
法
令
等
の
整
備
で
す
。
欧
米
に
比

べ
て
厳
し
い
法
令
で
あ
る
建
築
基
準
法
に
則
り
、

日
本
の
風
土
や
気
候
に
合
っ
た
設
計
と
施
工
の
技

術
を
確
立
し
、
日
本
独
自
の
統
一
的
な
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
法
整
備
を
た
だ
待
っ
て
い
た
の
で
は
、

欧
米
に
ま
す
ま
す
後
れ
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
非
構
造
用
部
材
と
し
て
用
い
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

の
施
工
事
例
を
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
る
取

り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
非
構
造
用
部

材
と
し
て
の
使
用
事
例
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、

建
築
関
係
者
や
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
弊
社
で
は
、
香
川
県
観
音
寺
市
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ネ
ム
の
木
」
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
木
造
建
築
物
で
あ

る
同
ホ
ー
ム
で
は
、
車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
部
分
を

木
造
で
作
る
の
に
良
い
方
法
が
無
く
、
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
強
度
が
あ
り
、
し
か

も
軽
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
ご
紹
介
し
た
と
こ
ろ
大
変
気
に

入
っ
て
頂
き
、
採
用
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
住
宅
で
車
庫
の
２
階
に
居
住
ス
ペ
ー
ス
を

増
築
す
る
際
、
軽
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
床
材
と
し
て
使
用

し
た
事
例
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
告
示
が
今
年
度
中
に
行
わ
れ
る

見
通
し
と
な
り
、日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
も
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
進
む
と
き
が
来
て
い
ま
す
。現
在
は
国
内
メ
ー

カ
ー
３
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
Ｃ

Ｌ
Ｔ
に
興
味
を
持
つ
ゼ
ネ
コ
ン
や
設
計
士
の
方
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
の
参
加
を
募
り
、
日
本
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
協
会
の
よ
う
な
組
織
作
り
に
着

手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
技
術
開
発

や
製
造
、
流
通
体
制
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
考

え
、
建
築
業
界
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に

よ
っ
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

日
本
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
事
業
化
に
向
け
た
研
究
や
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
か
ら
お
よ
そ
３
年
。
欧
米

に
は
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
も
の
の
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
告
示
が
今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
見
通
し
と

な
る
な
ど
、
事
業
化
へ
の
準
備
が
加
速
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
日
本
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
牽
引

し
て
き
た
、
集
成
材
生
産
最
大
手
の
銘
建
工
業
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
中
島
浩
一
郎
氏
に
、

国
内
の
動
向
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
。

　県土のおよそ 84％を森に覆われた、日本一の森林
率を誇る高知県では、全国に先駆けてＣＬＴ工法によ
る建築への取り組みを行っている。県の重要な資源を
活用することで林業や木材産業、建設産業などの活性
化を図り、地域振興に役立てる構えだ。今年７月には、
産学官による県主導の研究組織「ＣＬＴ建築推進協議
会」も発足。ＣＬＴ事業者の育成や実証実験などに取
り組んでいく予定である。
　日本初となる、ＣＬＴを構造材として用いた３階建て
共同住宅の建設は、高知県大豊町で行われる。おお
とよ製材は、高知県森林組合連合会や大豊町、そし
て岡山県の銘建工業等が出資して昨年 1月に設立され
た。同社では、社員寮としてＣＬＴ住宅を建設するが、
建築基準法ではＣＬＴは構造材としての認証を受けて
いないことから、国の特別許可を得て着工する。８月
27日までに国土交通大臣認定が下り、現在は県によ
る建築確認申請手続きを行っているところだ。
　建設される社員寮は壁や床などにＣＬＴが用いられ、
延べ床面積が２６４㎡、軒高９.９５ｍとなる予定。高知
県産のスギ材を使い、銘建工業でＣＬＴに加工する。使
用材積はおよそ１２０㎥で、工期は２～３か月を見込ん
でいる。

森林率日本一
高知県の取り組み
国内初となるＣＬＴ建築物を
特別認可で着工　

銘
建
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 

中な
か

島し
ま

浩
一
郎
氏

岡
山
県
真
庭
市
勝
山
１
２
０
９

ＣＬＴは木造建築産業の
　　新たな突破口になり得る

大
量
の
国
産
材
を
用
い
る
こ
と
で

森
林
資
源
の
循
環
的
な
利
用
を
促
す

法
整
備
を
待
つ
間
も

非
構
造
用
部
材
と
し
て
活
用
で
き
る

「〝
木
の
家
づ
く
り
〞
か
ら
林
業
再
生

を
考
え
る
委
員
会
」
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
議

題
に
上
る

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
３
階
建
て
実
大
試

験
体
の
振
動
実
験
」
実
施
（
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
他
）

「
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
」
設
立
（
会
長
・

銘
建
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長  

中

島
浩
一
郎
氏
、
副
会
長
・
山
佐
木
材

㈱
代
表
取
締
役
社
長  

佐
々
木
幸
久

氏
、
理
事
・
㈿
レ
ン
グ
ス
代
表
理
事 

中
西
康
夫
氏
）

木
材
の
利
用
促
進
に
資
す
る
中
層
・

大
規
模
木
造
建
築
の
設
計
・
評
価
法

の
開
発
」ス
タ
ー
ト（
　
建
築
研
究
所
）

「
地
域
材
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
生
産
と
利

用
の
た
め
の
調
査
及
び
課
題
の
抽
出
」

ス
タ
ー
ト
（
林
野
庁
）

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
損
傷
限
界
に
関
す

る
検
討
」
ス
タ
ー
ト（
国
土
交
通
省
）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
関
す
る
建
築
基
準
法
及
び

関
連
法
令
改
正
？

Ｊ
Ａ
Ｓ
調
査
会
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
素
案
承

認Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
告
示
？

独

２０１０年

６月１月４月１月２月９月X月X月

２０１1年２０１2年２０１3年２０１3年２０１X年

■ 日本のＣＬＴ普及に向けた歩み

October 2013 45 October 2013



海外のＣＬＴ施工事例
1996年にオーストリアで開発されたＣＬＴ。ヨーロッパでは現在、およそ20のメーカーがＣＬＴ製造を行っ
ている。フィンランドに本社を置く「ストゥーラエンソ社」では、オーストリアやドイツ、イタリア北部など
を中心にＣＬＴを販売。オーストリアに２つの工場を稼働させており年間計12万㎥の生産能力を有する。
ヨーロッパ各国では統一規格が整備されておらず、個々の技術認定によってＣＬＴが利用されている。その
ため、戸建て住宅ばかりでなく集合住宅や７～10階建ての高層木造建築まで、多様な使われ方がなされて
いる。現在はヨーロッパ各国での販売の円滑化を進めるため、ＥＵ内での統一規格作成の動きもある。

　森林資源の豊富なカナダでも、国産材利用や炭素固定とい
う観点から、近年ＣＬＴ普及に向けた環境整備が加速してい
る。2011年にはアメリカと共同で、日本のＪＩＳ規格に相当する 
ＡＮＳＩ（American National Standards Institute）規格の 
認定が行われた。
　集成材メーカー２社がＣＬＴ製造ラインを稼働させており、 
ブリティッシュコロンビア大学でＣＬＴを用いた階段やピロティ
の庇などに使用されている。

北米圏でもＣＬＴの利用が進む

ロンドンに 2010年に完成した７階建て集合住宅「Bridport House」。構造材として 1100枚のＣＬＴ、およそ1576㎥が使用されている
6000㎥のＣＬＴを構造材に使用したミラノの集合住宅  　 は完成予想図 
ルクセンブルクの集合住宅。2011年完成で外壁などに153㎥のＣＬＴを使用

1

1

	 ルクセンブルク
の個人住宅。使用
ＣＬＴは480㎥
	 オーストリアの
個人住宅。外壁等
に使用したＣＬＴは
110㎥
	 　オーストリア
に2011年に完成 
した集合住宅。使
用されたＣＬＴは 
1000㎥

5

6

7 8

2

4

3

5 7

86

2

3

4

写真協力：ストゥーラエンソ ビルディング アンド リビング ジャパン株式会社
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「お風呂と暮らしについてのアンケート調査※」を見て新鮮だった
のは、 ［お風呂はシャワーだけで十分］という回答は全体の12.7％

（最も多い 20代男子で 26.7％）と、お風呂でリフレッシュ・リ
ラックス派がまだまだ多いこと（調査日が暑い８月にも関わらず）。 
一方、驚かされたのは [ スマホ・タブレットをお風呂へ持って入っ
ている] が 20代では 13％もいること（全体では5％）。防水機能
が無くても持ち込んでいるという回答に驚き、ネット検索してみ
たら…ありました！ 「お風呂でスマホ」通販特集。スマホを入れる 
専用防水ケース（スピーカー機能付）が 3000円以下で売られて
います。また、「お風呂でスマホ」の楽しみ方を指南するサイトでは、 
“ テレビ、動画、本・マンガ、ゲーム、メール、カラオケ、音楽・
ラジオ” を、お勧めアプリと共に紹介。お風呂に持ち込むなんて 
思いもよらなかった私は、早速試しにラジオにトライ。語学ラジオ
講座はカラオケ同様、お風呂で声
が響いて悪くなかったですが、ど
うも一日の疲れを取る為にリラック
スしたい私にとっては月の光だけ
で瞑想にふける方が良いようです。
とは言え、スマホはじめ生活様式
の変化や高齢化の加速など、日本
のバスルームに変化が求められて 
いると感じた一例です。

ここでちょっと一息

スポーツに無縁の人でさえ気分が高揚した 2020年東京オリ
ンピックの決定。猪瀬知事が「スポーツ振興は医療費削減に寄
与する」と強調していたように、アスリートだけでなく一般人が 
スポーツに親しむことで、成人病や寝たきりになるリスクは減る
でしょう。現に私のテニス仲間には、76歳で全日本優勝したご
婦人や 90歳でコートに立たれるお爺様がいらっしゃいます。日
本の医療費削減は在宅医療／介護の制度充実と並行し、健康増
進を心掛けるライフスタイルの奨励が不可欠です。

国土交通省でも、生涯健康・生涯現役を実現するための住宅
環境やコミュニティのあり方を検討する「健康維持増進住宅研究
委員会」を設置し検討してきました（平成19年から６年間）。その
成果を「CASBEE 健康チェックリスト」やガイドブックにまとめ
ましたが、家内事故防止・介護対策などの要素が中心で、“健康 
で豊かな住生活” をイメージできるものではありませんでした。

【健康 /Wellness】が住まいのコンテンツとして求められる高
齢社会が来ています。欧米では健康保険制度が充実していない
こともあり、健康でいるための自己管理は欠かせません。ミドル 

クラス以上になると家
にはジム（エクセサイズ
用の部屋）が設けられ
ています。この東京オリ
ンピックへの盛り上がり 
に住宅業界も応えるべ 
く、日常的に健康維持・
増進ができ、リラックス
もできる快適な住空間 
を提案する機会にした
いものです。

日常的に健康と快適
が得られるものとして、 
日本人には “お風呂に入
る”という習慣がありま
す。私も毎晩、湯船に入っ 
た瞬間、幸福感に満た 
されています。物理的、精 
神的に疲労回復させて
くれる入浴。この効用を 

オリンピック誘致で医療費削減

日本人のWellnessはBathroomから

お風呂でスマートフォン

藤井繁子

オリンピックで住宅も変わる？【ホーム・ウェルネス】

『月刊 HOUSING』編集長、リク 
ルート住まい研究所主任研究
員などを経てフリーの住生活
ジャーナリストに。自治体や市民 
団体と街づくりに関わりなが 
ら、国内外で取材・コンサルティ
ング活動などを行なっている。

37vol.

ミラノ・サローネのバス見本市では、入浴をよりリラクゼーションの場と考える欧州
人らしく、バス空間の照明や家具などデザイン性にこだわったプレゼンテーション。 
バス見本市には必ずエクセサイズ・マシンの会社が出展していて “バスにフィットネス
は付き物”を実感。 （右下）サウナとシャワーがパッケージブースに、調光LED照明

※パナソニック株式会社エコソリューションズ社調べ（2013年８月２日実施・インターネット調査・N=902 [20代～ 60代以上均等に男458, 女444]）

アウトドアバスへの憧れ
は根強い（住友林業、〈世
田谷通り〉オークラランド
住宅公園）

より高められるよう、
バスルームをウェル
ネル空間に進化でき
ればと考えます。

最新の住宅展示場ではホーム・ウェルネスの提
案が増えてきた。 （上）４階に設けられたフィット 
ネスルームには手前にBarカウンター、左には大
きなバスルームが続く（ダイワハウス）。 （下）リ
ビングダイニングの奥にバスタブがオープンに !? 
側にはルームランナーも設置（ミサワホーム東京、
共に TBSハウジング渋谷にて）

7 October 2013



よ
う
に
も
感
じ
て
い
て
、
そ
ん
な
折
に
出
会
っ
た
の

が
、
高
齢
者
に
対
す
る
運
動
機
能
訓
練
を
行
っ
て

い
た
、
札
幌
市
内
で
評
判
の
柔
道
整
復
師
の
先
生

だ
っ
た
ん
で
す
」

　

柔
道
整
復
師
は
、
捻
挫
や
脱
臼
な
ど
運
動
器
官

治
療
の
専
門
家
の
国
家
資
格
で
あ
る
。
介
護
事
業

へ
の
新
規
参
入
障
壁
は
低
く
、
今
後
、
運
動
機
能

訓
練
を
謳
う
施
設
も
少
し
ず
つ
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
家
資
格
を
持
つ
柔

道
整
復
師
を
常
駐
さ
せ
た
施
設
な
ら
ば
、
差
別
化

が
図
れ
る
。
山
地
さ
ん
は
、
こ
の
点
に
事
業
成
功

の
光
を
見
出
し
た
と
い
う
。

 

「
さ
っ
そ
く
先
生
に
提
携
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
始
め
の
う
ち
は
断
ら
れ
続
け
て
い
た
ん

で
す
。〝
建
材
屋
に
介
護
事
業
な
ど
不
可
能
だ
〟

と
い
う
理
由
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

が
あ
り
、
そ
の
技
術
を
全
国
に
広
げ
る
べ
き
だ
と
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
し
つ
こ
く
訴
え
続
け
ま
し

た
（
笑
）。
実
は
社
内
で
も
、
柔
道
整
復
師
の
人
員

確
保
が
難
し
い
の
で
は
と
い
う
理
由
で
反
対
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
私
は
こ
の
事
業
が

伸
び
る
こ
と
を
信
じ
て
推
し
進
め
た
ん
で
す
。
先

生
も
、
つ
い
に
首
を
縦
に
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
協
力
し
て

く
れ
た
の
で
す
」

　

現
在
、
き
た
え
る
ー
む
に
は
2
週
間
の
集
中
研

修
を
受
講
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
た
柔
道
整
復

師
を
1
店
舗
あ
た
り
1
名
以
上
常
駐
さ
せ
る
こ
と

を
取
り
決
め
て
い
る
。
こ
の
模
倣
困
難
性
が
、
事
業

を
成
功
へ
と
導
い
て
い
る
。

北海道札幌市中央区北1条西10丁目1−17 
北一条山地ビルディング

■ 本　社

1958年（グループ創業）■ 創　業

グループ合計  350名■ 従業員

グループ合計 ３億 5800万円■ 資本金

130億円（2013年３月期）■ 売上高

建材事業、フランチャイズ本部事業、
住宅建築事業、建材通販事業、
プロダクト事業、教育事業、介護事業、
イベント事業、インテリア事業、
家具製造販売事業

■ 事業内容

株式会社 ヤマチコーポレーション
（ヤマチユナイテッドグループ）

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
だ
っ
た
店
舗
を
利
用

し
た
、
開
放
的
で
明
る
い
雰
囲
気
の
そ
の
場
所
は
、

高
齢
者
の
た
め
の
機
能
訓
練
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
。
多
角
化
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
山
地
さ
ん

が
２
０
１
１
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
き
た
え

る
ー
む
」
だ
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
で
現

在
全
国
に
26
店
舗（
直
営
10
店
舗
、
Ｆ
Ｃ
16
店
舗
）

を
展
開
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
50
店
舗
を
目
指

す
と
い
う
。

 「
２
０
１
０
年
の
法
改
正
を
受
け
て
、
当
社
で
も
介

護
事
業
へ
の
参
入
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
も
、

食
事
や
入
浴
な
ど
を
行
う
通
常
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
な
く
、
高
齢
者
の
運
動
機
能
の
維
持
・
改
善
に

特
化
し
た
施
設
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
も
う
ひ
と
つ
足
り
な
い

 

「
き
た
え
る
ー
む
で
は
、
全
利
用
者
を
車
で
送
り

迎
え
し
て
い
ま
す
。
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
３
時
間
ほ
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
で
進
め
、
最
後
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
設
け
て

い
ま
す
。
助
け
が
な
く
て
も
家
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、買
い
物
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
寝
た
き
り
を
予
防
し
、
元
気
な
高
齢
者

を
増
や
す
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
、
と
て
も
貢
献
性

が
高
い
事
業
が
実
現
し
て
い
ま
す
」

　

事
業
の
多
角
化
を
推
し
進
め
る
と
は
い
え
、
住

宅
建
材
卸
に
始
ま
っ
た
同
社
に
と
っ
て
、
き
た
え

る
ー
む
の
介
護
事
業
は
ま
っ
た
く
異
業
種
で
あ

る
。
挑
戦
に
不
安
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

 「
住
宅
と
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

る
の
が
住
関
連
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
住

　

建
材
の
販
売
を
基
礎
に
、
住
宅
事
業
、
家
具

事
業
、
そ
し
て
介
護
事
業
な
ど
、
お
よ
そ
50
も
の

事
業
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
ヤ
マ
チ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
独
自
の
経
営
ス
タ
イ
ル
で
同
社
を

率
い
る
山
地
さ
ん
は
、〝
多
角
化
〟
こ
そ
が
強
い
企

業
を
作
る
鍵
で
あ
る
と
語
る
。

 

「
不
況
下
で
は
事
業
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
傾
向

が
あ
り
、
一
般
的
に
は
〝
選
択
と
集
中
〟
が
重
要

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
企
業
の
話
。
地
方

の
企
業
に
と
っ
て
は
、
市
場
が
縮
小
し
て
い
く
と

き
に
事
業
を
選
択
し
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

に
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
事
業
を
多

角
化
し
て
何
本
も
の
柱
を
作
っ
て
お
け
ば
、
会
社

を
支
え
て
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

事
業
が
分
散
さ
れ
て
い
れ
ば
人
員
を
好
調
な
事
業

に
回
す
こ
と
も
で
き
て
、
リ
ス
ト
ラ
を
し
な
い
で

済
み
ま
す
。
地
域
で
強
い
企
業
を
作
り
た
い
な
ら
、

事
業
の
多
角
化
こ
そ
が
不
可
欠
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
」

　

山
地
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ
た
の

は
、
自
身
の
体
験
か
ら
だ
と
い
う
。
１
９
５
８
年

に
建
材
卸
売
業
を
営
む
「
山
地
商
事
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
同
社
を
、
創
業
者
で
あ
る
父
か
ら
引

き
継
い
だ
の
は
１
９
９
８
年
の
こ
と
。
し
か
し
そ

の
頃
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
破
綻
後
の
不
況
に
よ
っ

て
、
同
社
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
。

山
地
さ
ん
は
、
生
き
残
り
を
か
け
た
企
業
の
再
生

を
任
さ
れ
た
の
だ
。

 

「
リ
ス
ト
ラ
を
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

う
二
度
と
、
あ
の
と
き
の
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な

い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
、
多
角
化
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
実
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
事
業
は
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
中
国
で
ラ
ー
メ
ン
店
の
チ
ェ
ー
ン
展
開

を
し
た
と
き
に
は
事
前
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
し
っ

か
り
行
い
、
製
麺
業
者
な
ど
と
専
門
家
チ
ー
ム
を

組
み
、
進
出
し
ま
し
た
。
最
初
は
好
調
で
し
た
が
、

出
店
を
働
き
か
け
て
く
れ
た
邦
人
系
デ
パ
ー
ト
の

オ
ー
ナ
ー
が
中
国
人
に
代
わ
っ
た
こ
と
で
、
家
賃
の

優
遇
が
な
く
な
る
な
ど
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
で
採
算

が
取
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
環
境
変
化
の
リ
ス
ク

を
予
測
し
き
れ
ず
、
未
熟
だ
っ
た
こ
と
が
敗
因
で

す
。
し
か
し
、
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
そ

ん
な
中
で
、
誰
も
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
新
領

域
で
事
業
展
開
す
る
〝
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
〟

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
多
角
化
は
少
し
ず
つ

実
現
し
て
い
き
ま
し
た
」

代表取締役

山地章夫氏

地
域
に
軸
足
を
お
く
企
業
は

多
角
化
が
不
可
欠

高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
※
に
貢
献
す
る

「
き
た
え
る
ー
む
」
誕
生

宅
事
業
を
単
な
る
箱
作
り
と
捉
え
る
と
、
私
た
ち

流
通
業
者
は
運
び
屋
と
い
う
存
在
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
た
め
の
事
業

だ
と
考
え
れ
ば
、
流
通
業
者
も
生
活
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
事
業
を
提
供
・
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
介
護
事

業
は
ま
っ
た
く
の
異
業
種
と
も
言
え
ま
せ
ん
」

　

同
社
に
は
、
20
を
超
え
る
社
内
委
員
会
が
あ
る

と
い
う
。
新
入
社
員
研
修
な
ど
を
企
画
す
る
「
人

材
育
成
委
員
会
」、
社
員
の
働
く
意
欲
を
高
め
る

活
動
を
行
う
「
社
員
満
足
委
員
会
」
な
ど
だ
。

 

「
委
員
会
に
は
手
当
や
予
算
を
つ
け
て
、
仕
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
事
業

横
断
的
な
課
題
を
社
員
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
組
織
内
の
取
り
決
め
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は

な
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
回
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
自
ら
動
く
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
る
社
員
が
多
け
れ
ば
、
事
業
の
多
角

化
も
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

役
割
は
、
次
の
事
業
を
生
み
出
す
風
土
づ
く
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

株
式
会
社

ヤ
マ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
規
市
場
創
出
を
追
求
し

高
齢
者
向
け
機
能
訓
練
施
設
の

Ｆ
Ｃ
本
部
展
開
に
挑
戦
す
る

柔道整復師によるマッサージやストレッチが高齢者の運動機能改善を促進する

指導員管理のもと自立した生活の
ために欠かせない歩行訓練を行う

マシンを使ったパワーリハ
ビリは筋力やバランス感覚
の改善に役立つ

コンビニの空き店舗を活用し、1店舗当たりの
初期投資は2000万円程度

※ＱＯＬ（quality of life）＝生活の質

きたえるーむ事業のメリット

ケアマネージャーからの紹介で
利用者が増えるため広告宣伝費
がかからない

社会貢献度が高い

景気の影響が少ない

高齢化により需要が高まる市場

初期投資が小さい

October 2013 89 October 2013



　

長
期
に
わ
た
る
建
設
投
資
の
減
少
に

伴
い
、
受
注
競
争
の
激
化
が
進
む
中
、

建
設
技
能
労
働
者
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
今
年
８
月
に
行
っ
た

労
働
経
済
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
全
国

の
建
設
会
社
の
う
ち
人
材
が
「
過
剰
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
全
体
の
わ
ず
か

３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、「
不
足
」

と
の
回
答
は
、
実
に
33
％
に
も
上
っ
て

お
り
、
製
造
業
の
15
％
、
卸
売
・
小
売

業
の
14
％
な
ど
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
人
材
不
足
の
顕
在
化

に
加
え
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
を
に
ら
ん
で
鋼
材
な

ど
の
建
設
資
材
価
格
も
上
伸
の
傾
向
に

あ
り
、
経
済
活
動
の
コ
ス
ト
増
を
招
く

恐
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

建
設
業
界
で
は
、
就
業
者
の
高
齢

化
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
２
０
１
２

年
時
点
で
、
建
設
業
就
業
者
の
お
よ
そ

34
％
が
55
歳
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、

29
歳
以
下
は
わ
ず
か
11
％
で
あ
り
、
今

後
、
引
退
に
よ
る
就
業
者
数
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
産
業
の
存
続
に
不
可
欠
な
技
能
の

継
承
も
困
難
に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
を
起
点
に
深
ま
っ
た
建
設
業

界
の
人
材
不
足
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
、
ま
す
ま
す

加
速
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

建
設
業
界
の
人
手
不
足
を
解

消
す
べ
く
、
厚
生
労
働
省
と
国
土

交
通
省
で
は
、
人
材
確
保
と
人
材

育
成
、
人
材
移
動
の
円
滑
化
対
策

を
、
両
省
連
携
で
実
施
。
人
材
確

保
に
資
す
る
助
成
制
度
の
活
用
促

進
や
、「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
」
を
活
用
し
た
、
若
年
入
職

者
へ
の
実
技
指
導
、
そ
し
て
建
設

業
務
労
働
者
就
業
機
会
確
保
事
業

の
活
用
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。

短時間で作成できるプレゼンボードを活用

ＣＬＴのＪＡＳ規格は異例のスピードでの承認だったようです。今後の政策の目玉として	
期待しているという行政の熱意を感じます。人はそこに希望を見出し、やりたいと思えば	
大変な状況でもそれを行おうとします。逆に、やりたくないと思えばどれだけ易しい状況だ
としてもやりません。このように心を主管することが物事を成し遂げる上で重要なポイント	
だと思います。心は脳から生じます。常に自分の心が自分の味方になるように、脳を鍛え
ていきたいです。	 （編集員SS）

表紙写真：ミラノ市で建築中の 9 階建て木造高層建築物（ストゥーラエンソ ビルディング アンド リビング ジャパン株式会社）

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

通信

編集室より
編

後

集

記

＊このコーナーに登場してくださる方募集中。困りごと解決します！  ●JHOPに関するお問い合わせ先：サービスサポートセンター TEL 03-3769-2619

今月のニュース

ＣＡＤとの連動でプレゼンボードを手軽に作成

作業時間の短縮化で受注チャンスも逃がさない
ＪＨＯＰ
導入の成果

廣居建設

6

　廣居建設株式会社（山形県米沢市）は、 
「JHOP CAD Pro」のハードユーザーであ
る。廣居誠社長は、「このCADソフトの使
いやすさは把握していたので、他に選択肢
はなかったです」と語る。「高額なCADソ

フトを、使いたいときだけに使えるメリット
が一番大きいですね。よく使うのは、プラ 
ン入力、パース出力、意匠図出力で、中でも 
３Ｄ部品を簡単に設置できるマルチパース
機能がとても役に立っています」
　また、これと併用することでさらに役立っ
ているのが、プレゼンボード作成ツールだと
いう。ひな形を利用してパースや写真、テキ
ストなどをレイアウトできる。魅力的なプレ
ゼンボードを、簡単な操作で作成でき、作
業時間の短縮化につながっているという。
 「かつては、お客様にプレゼンをするため

の資料は手書きで揃えていたため、とても時
間がかかっていました。しかし、PRESEN 
MAGIC for JHOPを使うようになって
からは、時間に余裕ができて、非常に楽
になりました。また、お客様をお待たせす
ることなく、スピーディーに設計のご提出
ができるようになったのも嬉しいですね。 
ＪＨＯＰ ＣＡＤ Ｐｒｏと連動しているため、 
プレゼン用の画像の管理などもしやすく、
たいへん重宝しています」
　効率的な PRESENMAGICは、受注機
会の拡大にも一役買っているという。

建
設
業
の
人
材
不
足
深
刻
化
で
コ
ス
ト
増
の
恐
れ

厚
労
省
と
国
交
省
が
連
携
し
て
対
策
強
化

廣居建設株式会社

-2.0
-1.5
-1.0
-0.5
0.0
0.5
1.0
1.5
2.0

不足率＝ （確保したかったができなかった労働者数－確保したが過剰となった労働者数）
 ÷（確保している労働者数＋確保したかったができなかった労働者数）×100
過不足率のマイナスは過剰を、プラスは不足を示す

出所：国土交通省「建設労働需給調査結果」

■ 建設技能労働者の過不足率
（％）
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ッ
ク 東

日
本
大
震
災

過
剰

不
足

October 2013 10



1,171
83,172
31,379
29,548

374
23,042
10,929
11,983
75,105
9,238
873

4,510
261

3,594
47,901
36,442

245
22,455
13,500

120
122

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

△977
861
△96

△1,464
△237
1,681
952
678
899

△1,015
△657
236
△80
△514
1,381

△1,497
△72
503

△2,004
37
39

△45.5
0.6

△0.3
△4.7
△38.7

6.2
9.5
6.0
0.7

△9.9
△42.9

5.5
△23.5
△12.5

3.0
△4.8
△22.7

2.3
△14.8
44.6
47.0

△524
7,367
3,171
1,932
△74

1,814
618

1,215
7,542
△699
△545
△309

41
114

4,886
1,957
△97
472

1,449
62
71

△30.9
9.7

11.2
7.0

△16.5
8.5
6.0

11.3
11.2
△7.0
△38.4
△6.4
18.6
3.3

11.4
5.7

△28.4
2.1

12.0
106.9
139.2

2,148
82,653
31,475
31,012

610
21,704
10,320
11,305
74,548
10,253
1,530
4,274
341

4,108
46,520
38,281

317
21,952
15,846

83
83

1,854
81,850
30,699
30,504

472
22,029
10,274
11,651
73,784
9,920
1,395
4,381
363

3,781
47,474
36,230

234
21,737
14,097

84
78

2,201
77,550
28,902
26,614

324
23,911
12,893
10,881
70,294
9,457
2,096
3,843

47
3,471

43,000
36,751

277
23,907
12,430

63
74

84,343新　  設　   住　  宅　   計 △116 △0.5 6,843 8.8 84,801 83,704 79,751

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

８月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
７月 ６月 ５月

2012年 2013年
８月

28,111

11,675

9,153

28,561

882

９月

29,899

10,066

8,027

26,184

875

10月

33,677

12,429

10,070

28,075

968

11月

32,580

10,109

9,062

28,394

906

12月

29,291

11,075

9,123

26,455

880

１月

23,906

10,112

8,606

26,665

863

２月

23,924

11,063

8,469

25,513

944

３月

28,257

10,895

8,663

23,641

 904

４月

31,221

10,626

8,617

27,430

939

５月

29,862

12,403

8,359

29,127

1,027

６月

32,944

12,215

10,878

27,667

976

７月

33,945

12,280

10,209

28,025

975

８月

32,987

11,537

10,353

29,466

960

2012年 2013年
10月

12,546

11,157

11月

12,590

11,501

12月

11,856

10,258

2012年
８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

2012年 2013年 2013年
８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

８月

9,658

11,361

９月

9,515

11,024

１月

11,710

8,158

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

４月

10,525

9,912

５月

11,101

8,658

６月

13,394

11,171

７月

13,871

9,939

８月

12,184

10,135

季節調整済年率換算（全国）都市圏別戸数

近畿圏
その他

中部圏
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2×4、プレハブ戸数
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分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建
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8
6
4
2
0
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0

-10.0

-20.0
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％

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2013年８月の新設住宅着工戸数

建材マンスリー資料室
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